
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 浸水 

発生日時 令和６年９月１７日 １７時００分頃 

発生場所 宮城県釜石市東方沖 

 岩井埼灯台から真方位０８２°２２７.９海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３９°１４.０′ 東経１４６°２７.０′） 

事故の概要  漁船三
さん

幸
こう

丸は、航行中、機関室に浸水した。 

事故調査の経過 令和６年１１月１１日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 三幸丸、１５３トン 

 １３５６３９、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、四級（航海） 

機関長、四級（機関） 

 死傷者等 なし 

 損傷 逆転減速機に濡損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東北東、風力 ３、視界 良好 

海象：波向 南東、波高 約２ｍ 

 事故の経過 (1) 本事故発生までの経過 

本船は、船長及び機関長ほか１４人が乗り組み、かつお
．．．

一本釣

り漁を行う目的で漁場に至り、機関室の散水用海水ポンプ（以下

「本件ポンプ」という。）で本船周囲に海水を撒
ま

きながら魚影を探

索していた。 

機関士は、操舵室の監視モニターで機関室内の状況を確認した

ところ、モニター画面の映像が霧状に曇って見えたので、機関長

に報告し、機関長と共に機関室に向かった。 

機関長及び機関士は、機関室下段に下りたところ、逆転減速機

が設置されている区画では機関室床板辺りまで浸水して、同機の

約半分の高さまで浸
つ

かる状況にあることを認め、船長及び漁労長

へ報告した。 

船長は、本船の周囲の安全を確認し、機関長及び機関士は、主

機を停止して機関室に浸入した海水を船外排出して浸水箇所の点

検を行い、本件ポンプのケーシング*1（以下「本件ケーシング」と

いう。）下部に破損が生じているのを認めた。 

機関長は、主機のシステム油に海水が入り込むなどの推進装置

及び他の機器の運転状態にも影響を及ぼす深刻な状況であると思

 
*1 ｢ケーシング｣とは、ポンプ等の機械を外部からの損傷や汚れから守るための外殻やカバーをいう。 



い、自力で航行することが危険であると判断して船長及び漁労長

へ報告した。 

本船は、漁労長が依頼した近くで操業中の僚船によって、宮城

県気仙沼市内の修理業者までえい
．．

航された。 

(2) 本件ポンプの状態 

本件ポンプは、か
．
つお
．．

を本船周辺に寄せる目的で、操業中、船

底に設けたシーチェスト*2から海水を吸入し、前部甲板の両舷通路

に沿って配管した海水管の数十箇所に設けたノズルから放出する

ためのものであった。 

本件ポンプは、片吸込横型渦巻ポンプであり、機関室下段床の

逆転減速機左舷側の据付台上に設置されていた。本件ケーシング

下部の状況は容易に目視することができず、本件ケーシング下部

の状況を把握するには、点検鏡及び触手による点検が必要であっ

た。（図１、写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本件ポンプの損傷箇所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

※据付台から取外し後 

写真１ 本件ケーシング下部の破損（機関長提供） 

 

修理業者は、本事故後、本件ポンプの点検を行い、本件ケーシ

ング下部が海水による腐食等によって厚みが薄くなって破口が生

じ、海水が機関室に流出したと推定した。 

本件ポンプは、これまで１０年ごとに交換されており、次回の

取替時期は、令和１０年の予定であった。 

 
*2 ｢シーチェスト｣とは、海水を取り込むための船底にある箱状の構造物をいう。 
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(3) 機関室の見回り状況 

機関長は、ふだん操業開始前及び終了後に機関室の点検を行っ

ていて、本事故前日は機関室内に異状を認めなかった。一方、機

関室のビルジ量の点検については、同室左舷側の床板下部にビル

ジ量検出装置のセンサーがあるので、操業開始前後の点検では同

室船底に溜
た

まるビルジの状態に注意を払っていなかった。 

なお、本事故当時、ビルジ量検出装置が作動せず警報が鳴らな

かった。また、本事故後、電気修理業者が点検を行ったところ、

同装置のセンサーが作動不良であることが確認されたので、同セ

ンサーは新替えされた。 

分析 (1) 機関長は、ふだん機関室の点検を行っていたものの、ビルジ量

の点検については、同室左舷側のビルジ量検出装置のセンサーが

あったことから、ビルジの状態に注意を払って点検していなかっ

たものと考えられる。 

(2) 本船は、操業中、本件ケーシング下部に腐食による破損を生じ

たが、機関長は、過去に本件ケーシング下部が腐食による破損を

生じて漏水したことがなかったこと及び本件ポンプに異状がな

かったことから、本件ケーシング下部及び機関室底部を点検しな

かったものと考えられる。 

(3) 機関長は、機関室のビルジの状態を確認しておらず、また、機

関室のビルジ量検出装置が作動しなかったことから、機関室区域

における漏水及び浸水に気付かなかったものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、機関長が本件ポンプの本件ケーシング

下部及び機関室底部を点検しなかったことから、航行中、破損し

た本件ケーシングから海水が機関室内に流出し、浸水したものと

考えられる。 

原因  本事故は、機関長が本件ポンプの本件ケーシング下部及び機関室底

部を点検しなかったため、本船が航行中、破損した本件ケーシングか

ら海水が機関室内に流出し浸水したものと考えられる。 

再発防止策 船舶所有者は、今後の事故防止対策として、定期検査ごとに散水用

海水ポンプを取り替えることとした。 

今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・機関長及び機関部乗組員は、日頃から機関室内を見回り、特に船

底に溜まるビルジの状態には注意を払って、漏水及び浸水を早期

に発見すること。 

・船舶所有者は、定期検査ごとに海水ポンプのポンプケーシング下

部と同海水ポンプ据付台との隙間を点検し、腐食の進行状態等を

確認し、早めに交換すること。 

・機関長及び機関部乗組員は、海水配管系統のポンプ及び配管の目



視で容易に点検できない箇所については、点検鏡又は触手による

点検を行い、腐食の有無を確認すること。また、船舶所有者は、

腐食を受けやすい海水ポンプについては、防食対策を施工した

り、整備計画を定めて定期的に新替えしたりすること。 

・機関長は、定期的に機関室に設置したビルジ量検知装置及びセン

サーの点検を行い、作動状態に支障がある場合には修理業者に依

頼するなどして整備を実施すること。 

 


